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保健師助産師看護師実習指導者講習会の実施要綱について

平素より看護行政の推進にご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

従来、地方厚生局において開催してきた保健師助産師看護師実習指導者講習

会（特定分野）（以下、「特定分野における実習指導者講習会j という。）につい

て、より多くの実習指導者が受講の機会を得られるよう、平成27年度からは、

各都道府県が開催することを可能とするとともに、特定分野における実習指導

者講習会において、専任教員養成講習会の eラーニング科目の活用を可能とす

るため、今般、新たに「特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習

会実施要綱」を定めることとしました。これに併せて「都道府県保健師助産師

看護師実習指導者講習会実施要綱Jの内容の一部を改正しました。

新たな「保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱」及び「特定分野に

おける保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱」は、それぞれ別添1及

び別添2のとおりであり、これらを平成27年4月1日から適用することとし

たので、通知いたします。

なお、これに伴い、従前の「都道府県保健師助産師看護師実習指導者講習会

実施要綱の改正についてJ（平成26年2月28日付け医政発0228第9号）

は平成27年3月31日限り廃止いたします。

つきましては、貴団体に所属されている会員の皆様への情報提供にご協力を

お願いいたします。



（別添ー）

保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所若しくは准看護師養成所の実習

施設で実習指導者の任にある者若しくは将来これらの施設の実習指導者とな

る予定の者、又は上記養成所において実習指導の任にある者に対して、看護教

育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指

導ができるよう、必要な知識・技術を修得させることを目的とする。

2 講習会の実施

本講習会の実施主体は都道府県又はこれに準ずるものとして厚生労働省が

認める者とする。都道府県が実施する場合において、都道府県が事業の目的達

成のために必要があると認めるときは、業務の一部を都道府県が適当と認める

者に委託することができるものとする。

3 受講資格

( 1 ）保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所又は准看護師養成所の実

習施設で実習指導者の任にある者

( 2）将来、（ 1 ）の実習施設の実習指導者となる予定にある者

(3) (1）の養成所で実習指導の任にある者

4 講習期間及びその設定

( 1 ）講習の期間は計8週間（2 4 0時間）とする。

(2) (1）の期間の設定に当たっては、地域の実情に応じて複数回に分割し

た期間を設定することができること。

( 3）特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会と合同で開催

することができること。

5 講習科目

別紙1の講習科目、別紙2の講習科目の目標及び内容を参考とすること。

講習科目のうち、専任教員養成講習会のeラーニング科目を活用する場合は、

別紙3を参考とすること。

6 教室の確保等講習会開催に当たり留意すべき事項

( 1 ）講習期間中、専用に利用できる教室が確保できること。

( 2）グループ。ワークをするための部屋（演習室）を確保できることが望ま

しし、こと。

( 3）必要な図書を有する図書室を利用できること。

(4）教室等は採光、換気等が適当であり、学習環境について配慮が払われ

ていること。



7 講習会担当者

本講習会の運営等を担当する者は、原則として専任教員養成講習会、保健師

助産師看護師実習指導者講習会等の受講者で専任教員及び実習指導者の経験

を有するものとする。

8 講師

( 1 ）講習科目を教授できる講師を確保するものとする。

( 2）教育に関する科目については、大学教授又はこれに準ずる者が教授す

るものとする。

( 3 ）看護に関する科目、実習指導に関する科目、看護師2年課程通信制に

関する科目については、看護師等学校養成所の副学校長、教務主任又は

これに準ずる者が教授するものとする。

9 運営等

( 1 ）修了の認定については、受講者の出席状況に加え、専任教員養成講習会

のeラーニングを活用する場合は、当該科目の単位認定結果を確認し、修

了を認めることが望ましい。

( 2）講習会修了者には、修了証を交付すること。

専任教員養成講習会の eラーニングを活用した場合は、修了した eラ

ーニングの科目がわかるよう修了証等に記載すること。

( 3）受講者名簿、修了者に関する記録その他の講習会の実施に関する記録

は、主催者が適切に保管すること。

(4）講習会の終了後は、 1か月以内に次の事項を記載した実施状況報告書

を本職あて提出すること。

ア修了者数

イ 講習会の実施状況の概要及びその評価



（別紙1)

保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目

区分 科 目 時間数

教育及び看護に関する科目 教育原理＊ 6 

教育J心理＊ 1 8 

教育方法＊ 3 0 

教育評価＊ 6 1 0 8 

看護論犬 1 8 

看護教育課程大 3 0 

実習指導に関する科目 実習指導の原理 1 5 

実習指導の評価 1 5 9 0 

実習指導の実際 6 0 

看護師 2年課程通信制に関 看護師2年課程通信制の教育制度 3 

する科目 学生の到達度の理解 6 
2 1 

実習指導の方法と留意点 1 2 

その他 実習指導者の養成に必要と思われ

る教育内容とする。
2 1 2 1 

ム口、 計 240 

＊ eラーニング活用可能



（別紙2)

保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目の目標及び内容

区分｜ 科 目

教育原理

教育J心理

教

育

及

び
教育方法

看

護

に民評価

関

す l看護論

る

課
一
書
円
一教一護一看

科

目

目標及び内容

教育の意義や基礎的な概念について学ぶ

1) 教育の意義、目的

2) 教育活動の特性

3) その他

人間の発達と教育過程における心理的な特徴に 1 1 8 

時間数

6 

ついて青年期を中心として理解する

1) 発達心理

2) 青年心理

3) 学習過程における心理

4) その他

教育の基本的な方法や技術についての理解を深｜ 3 0 

める

1) 授業の形態

2) 授業の方法

3) 教育方法と教材の活用

4) その他

教育評価の意義と方法について理解する I 6 

1) 教育評価の目的と特質

2) 教育評価の方法と基準

3) その他

看護の考え方を多角的に学び看護についての視 1 1 8 

野を広げる

1) 看護の概念

2) 看護の機能と役割

3) その他

看護師等の教育課程についてその概要、看護過程｜ 3 0 

の展開を学び実習指導につなげる

1) 看護教育課程（指定規則等）

2) 教育計画とその内容

3) 実習指導計画

4) 看護過程（事例を含む）

5) その他



実習指導の原理 実習指導の基本と実習指導のあり方等について 1 5 

実 理解する

習
1) 実習の意義

2) 実習指導者の役割

指 3) その他

導 実習指導の評価 実習における評価の意義や方法を理解する 1 5 

1) 実習評価の意義

2) 実習評価の方法
関 3) その他

す 実習指導の実際 実習指導の展開について理解を深め、演習等をと 6 0 

る おしてその実際を学ぶ

科
1) 実習指導案の作成（課程別、学年別、授業科

目別等）

目 2) 実習指導の展開と評価

3) その他

看護師2年課程通 看護師2年課程通信制教育の基本的な考え方及 3 

護看師
信制の教育制度 びその特徴について理解する

1) 通信制の目的・意義

2 2) 通信制の特徴・考え方・運営の基本

年課程
学生の到達度の理 1) 運営形態別の実習指導の方法、考え方、留意 6 

信制通 解 点

2) 学生の到達度の把握方法

す関 実習指導の方法と 通信制で、学ぶ学生の実習指導方法について事例 1 2 
る 留意点 を通じて理解する
科
目 1) 事例（紙上学生）による実習指導演習

そ 実習指導者の養成 2 1 

の に必要と思われる

他 教育内容とする

合計 240 



（別紙3)

保健師助産師看護師実習指導者講習会での

eラーニング適用科目に関する専任教員養成講習会における対応科目

保健師助産師看護師実習指導者講習会 専任教員養成講習会における

での eラーニング適用科目 対応科目

区分 科目 時間数 授業内容
単位数

区分
（時間数）

教育原理 6 教育原理 1 ( 3 0) 

教育
教育J心理 1 8 教育J心理学 1 ( 3 0) 

教分育及
び

教育方法 教育方法 1 ( 1 5) 野
護看

す関

る
科
目

3 0 

教育評価 6 教育評価 1 ( 1 5) 

看護論 1 8 看護論 1 ( 3 0) 

専分門

看護教育課程 3 0 看護教育課程論 2 (4 5) 野

※ 「教育方法」については、 eラーニングに加え、 15時間の講義が必要で、ある。

※ 保健師助産師看護師実習指導者講習会での eラーニング適用科目の時間数が、

専任教員養成講習会における対応科目の時間数より少ない場合にあっては、当

該科目は専任教員養成講習会の時間数で実施すること。



（別添二）

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所若しくは准看護師養成所におけ

る特定の分野の実習を行う病院以外の実習施設で実習指導者の任にある者若

しくは将来これらの施設で実習指導者となる予定の者、又は上記養成所におい

て特定の分野の実習指導の任にある者に対して、看護教育における実習の意義

及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指導ができるよう、必要

な知識・技術を修得させることを目的とする。

2 講習会の実施

本講習会の実施主体は都道府県又はこれに準ずるものとして厚生労働省が

認める者とする。都道府県が実施する場合において、都道府県が事業の目的達

成のために必要があると認めるときは、業務の一部を都道府県が適当と認める

者に委託することができるものとする。

3 受講資格

( 1 ）次のいずれかに該当する実習指導者の任にある者であって、現に実習

指導者の任にある者又は将来実習指導者となる予定の者。

ただし、イについては、助産師確保対策の一環として、当面の問、以下

に掲げる実習施設に加え、助産師養成所の実習施設である小規模な病院

の助産師についても当該講習会の受講を認めることとする。

ア 保健師養成所における公衆衛生看護学実習を行う病院以外の実習施

設の保健師

イ 助産師養成所における助産学実習を行う病院以外の実習施設の助産

師

ウ 看護師養成所における老年看護学実習、小児看護学実習、母性看護

学実習又は在宅看護論実習を行う病院以外の実習施設の保健師、助産

師又は看護師

エ 准看護師養成所における老年看護実習又は母子看護実習を行う病院

以外の実習施設の保健師、助産師又は看護師

( 2）保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所又は准看護師養成所で（ 1 ) 

アからエに掲げる実習において、現に実習指導の任にある者

4 講習期間及びその設定

( 1 ）講習の期間は計39時間以上とする。

(2) (1）の期間の設定に当たっては、地域の実情に応じて複数回に分割し

た期間を設定することができること。

( 3 ）保健師助産師看護師実習指導者講習会と合同で開催することができる



こと。

5 講習科目

別紙1の講習科目、目標及び内容を参考とすること。

講習科目のうち、専任教員養成講習会の eラーニング科目を活用する場合は、

別紙2を参考とすること。

6 教室の確保等講習会開催に当たり留意すべき事項

( 1 ）講習期間中、専用に利用できる教室が確保できること。

( 2）グループ。ワークをするための部屋（演習室）を確保できることが望ま

しし、こと。

( 3）必要な図書を有する図書室を利用できること。

(4）教室等は採光、換気等が適当であり、学習環境について配慮が払われて

し、ること。

7 講習会担当者

本講習会の運営等を担当する者は、原則として専任教員養成講習会、保健師

助産師看護師実習指導者講習会等の受講者で専任教員及び実習指導者の経験

を有するものとする。

8 講師

( 1）講習科目を教授できる講師を確保するものとする。

( 2）教育に関する科目については、大学教授又はこれに準ずる者が教授す

るものとする。

( 3）看護に関する科目、実習指導に関する科目については、看護師等学校

養成所の副学校長、教務主任又はこれに準ずる者が教授するものとする。

9 運営等

( 1 ）修了の認定については、受講者の出席状況に加え、専任教員養成講習

会のeラーニングを活用する場合は、当該科目の単位認定結果を確認し、

修了を認めることが望ましい。

( 2）講習会修了者には、修了証を交付すること。

専任教員養成講習会の eラーニングを活用した場合は、修了した eラ

ーニングの科目がわかるよう修了証等に記載すること。

( 3 ）受講者名簿、修了者に関する記録その他の講習会の実施に関する記録

は、主催者が適切に保管すること。

(4）講習会の終了後は、 1か月以内に次の事項を記載した実施状況報告書

を本職あて提出すること。

ア修了者数

イ 講習会の実施状況の概要及びその評価



教育

及
び

看護

す関

る
科
目

実習指導

す関

科る

目

（別紙1)

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目と

目標及び内容

科目 目標及び内容

教育原理＊ 教育の意義や基礎的な概念について学ぶ

教育心理＊ 人間の発達と学習過程における青年期の心理的な

特徴について人間の成長・発達段階に合わせて理

解する

0青年心理

現代の青年の特徴

0学習過程における心理

現代の青年の学習過程における心理、諸問題

教育方法＊． 教育の基本的な方法や技術、評価方法について理

評価方法 解する

0教育方法、評価の目的、評価方法等

看護教育課程＊ 看護基礎教育の課程とその概要について理解する

0看護教育課程、教育計画、実習指導計画等

実習指導の原理 実習指導の基本と実習指導者のあり方等について

理解する

0実習の意義、目的

0実習指導者の役割

実習指導の実際 I 実習指導方法を理解する

（講義） 0指導計画の立案と指導方法

実習指導の実際E 実習指導の展開について理解を深め、演習等を

（演習） 通してその実際を学ぶ

0実習指導案の作成

0実習指導計画の展開と評価

合計

*eラーニング活用可能

時間数

3 

3 

3 

3 

3 

24 

3 9 



（別紙2)

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会での

eラーニング適用科目に関する専任教員養成講習会における対応科目

特定分野における

保健師助産師看護師実習指導者講習会 専任教員養成講習会における対応科目

での eラーニング適用科目

区分 科目 時間数 授業内容
単位数

区分
（時間数）

教育原理 教育原理 1 ( 3 0) 

教育 教育J心理 教育J心理学 1 ( 3 0) 

分警及
び

教育方法 教育方法 1 ( 1 5) 里子
護看

す関
教育評価 教育評価 1 ( 1 5) 

科る

分専門目
看護教育課程 看護教育課程論 2 ( 4 5) 3 

里子

※ 特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会での eラーニング適用科目の

時間数が、専任教員養成講習会における対応科目の時間数より少ない場合にあっては、

当該科目は専任教員養成講習会の時間数で実施すること。



医ヨ 「都道府県保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱Jの一部改正に係る新旧対照表
新

保健師助麟市看護師実習指導者5開会実施要綱

（別添ー）

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成月時しくは准看護師養成所

の実習施設で実習指導者の任にある者若しくは将来これらの施設の実習

指導者となる予定の者、茎区上記養成所において実習指導の任にある者

に対して、看護教育における実習の意義及ひ実習指導者としての役割を

瑚等し、効果的な実習指導ができるよう、必要な知識・技術を修得させる

ことを目的とする。

2 講習会の実施

本講習会の実施主体は都道府県又はこれに準ずるものとして厚生労働

省が認める者とする口都道府県が実施する場合において、都道府県が事

業の目的達成のために必要があると認めるときは、業務の一部を都制守

県が適当と認める者に委託することができるものとする。

3 受講資格

(1）～（ 3) （略）

4 講習期間及びその設定
( 1) （略）

(2) (1）の期間の設定に当たっては、地域の実情に応じて複数回に分

割した期間を設定することができること。

(3）特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会と合同で開

催することができること。

！日

都道府県保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所若しくは准看護師養成所

の実習施設で実習指導者の任にある者2主将来これらの施設の実習指導
者となる予定の者、もしくは上記養成所において実習指導の任にある者

に対して、看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を

理解し、効果的な実習指導ができるよう、また、看護師2年課衛重信制

の特性及び学生の特徴を理解し、教育的配慮を行うために必要な知識・

技術を修得させることを目的とする。

2 実施主体

本講習会の実施主体は都湖守県とする。

3 講習期間及びその設定

1 

( 1) （略）

(2) (1）・の期間の設定に当たっては、地域の実情に応じて2回から4

回程度に分割した期間を設定するものとする。



5 講習科目

別盤1の講習科目、別盤2の講習科目の目標及び内容を参考とする

よよ。
講習科目のうち、専任教員養成講習会の eラーニング科目を活用す

る場合は、別紙3を参考とすること。

＿§＿教室の確保等講習会開催に当主り留意すべき事項

( 1)～（ 4) （略）

4 実施場所

各都道府県の決定による。

5 受講資格

( 1）～（ 3) （略）

6 受講者数

受講者は、原則として1か所40人以上とする凸

7 講習科目

講習科目は別添 1の講習科目、別添2の講習科目の目標及び内容を参

考とするものとする。

主主J普習会科目のうち、専任教員養成講習会のeラーニング科目を活
用する場合は、別添3を参考とすること。

＿§＿ 教室の確保等講習会開催に当り留意すべき事項

( 1）～（4) （略）

ヱ講習会担当者 19 講習会担当者
本講習会の運営等を担当する主は、原則として専任教員養成講習会、｜ 木講習会の運営等を担当する都道府県職員は、原則として看護教員養成

保健師助産師看護師実習指導者講習会等の受講者で専任教員及び実習｜輩査会、実習指導者講習会等の受講者で専任教員及び実習指導者の経験を

指導者の経験を有するものとする。 ｜有するものとする。

8 講師 1 0 講師

( 1）～（3) （略） ( 1）～（ 3) （略）

2 



9 運営等

(1）修了の認定については、受講者の出席状況に加え、専任教員養成講

査会Qeラーニングを活用する場合は、当該科目の単位認定結果を確

認し、修了を認めることが望ましい。

(2）講習会修了者には、修了証を交付すること。

専任教員養成講習会の eラーニングを活用した場合は、修了した

eラーニングの科目がわかるよう修了証等に記載すること。
( 3) （略）

(4）講習会の終了後且.L1か月以内に次の事項を記載した実施状況報告

査を本職あて提出すること。

ア修了者数

イ 講習会の実施状況の概要及びその評価

（別盤1)

保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目

（略）

1 1 運営等

(1）修了の認定については、受講者の出席状況に加え、 eラーニングを

活用する場合は、当官妹ト目の単位認定結果を確認し、修了を認めるこ

とが望ましい。

(2）講習会修了者には、修了証を交付すること。

( 3) （略）

(4）講習会の終了後1か月以内にι 次の事項を記載した実施報告を本職

あて提出すること。

ア実施要綱

イ 受講者数及び修了者数

(}Jlj添1)

都道府県保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目

（略）

3 



（別盤2) （別添2)

保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目の目標及び内容 都湖守県保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目の目標及び内容

区分 科 目 目 標 及 び 内 廿h』 時間数 区分 科 目 目 標 及 び 内 廿h』 時間数

教育原理 教g育の教教意育育義活の持動意基義の識駒、相目生な的概念について掌ぷ 6 教育原理 教~~育の教教意育育義活のや動意基義の礎人特的性目な的概念についで学ぶ 6 

3) その他 3) その他
教育，心理

人につ間いのて発青達年と期教を育中過心程とにしおてけ理る解心す理る的な糊敷 18 
教育，心理

人につ間いのて発青達年と期教を育中過心程とにしおてけ理る解心す理る的な特徴
1 8 

2) 
発青年達，心心理理

2) 
発青年達，，心心理理

教
3) 学習過程における心理

教
3) 学習過程における心理

4) その他 4) その他
育 教育方法 教育の基本的な方法や技術についての理解を 30 育 教育方法 教育の基本的な方法や技術についての瑚揮を 30 

及
深める

及
深める

授業の形態 授業の形態
び 2) 

授教そ業育の方他の法方法と教材の活用
ぴ 2) 

授教業育方の方法法と教材の活用
看 3) 看

4) 4) その他
護 教育評価 教~l 育評教教そ価育育のの評評他意価価義ののと方目方的法法ととに特基つ質準いて理解する 6 護 教育評価 教~~育評教教価育育の評評意価価義ののと方目方的法法ととに特基つ質準いて理解する 6 

関 関 3) その他
す 看護論 視看護野をの広考げえる方を多角的に学て夫看護についての 1 8 す 看護論

看視1）護野をの看広考護げえのる方概を念多角的に学び看護についての
1 8 

る る
看護の概念

科 2) 看護の機能と役割 科 2) 看護の機能と役割

目 その他 目 3) その他

看護教育課程 看護師等の教育課程についてその概要、看護過 30 看護教育課程 30 

程~l の展看看教実開護護関習を教指過学画育幣程v：課と実十（事程そ画習の例指（指内を導容含定にむ規つ）則な等げ）る
5) その他

5) その他

4 



実
実習指導の原理 実て~~理習論指草実実す導習習るの指の基意導本義者と〈実習指導のあり方等につい 1 5 実

実習指導の原理 実習指導の基本と実習指導のあり方等につい 1 5 
て理解する

習 習 1) 実習の意義

指
実習指導者の役割

指
2) 実習指導者の役割

3) その他 その他
導
実習指導の評価

実g習に実実お習習け評評る価価評のの価意方の義法意義や方法を理解する 1 5 
導
実習指導の評価

実g習に実実お習習け評評る価価評のの価方意の義法意義や方法を理解する 1 5 

関 関

す
その他

す
3) その他

実習指導の実際 実習指導の展開について理解を深め、演習等を 60 実習指導の実際 実習指導の展開について理解を深め、演習等を 60 
る とおしてその実際を学ぶ る

とおし実て習そ指の導実案際のを作単成ぶ
科 実業習科指目別導案等）の作成（課翻lj、学年別、授 科 1) 〔課翻lj、学年別、授

業科目別等）
目 2) 実習指導の展開と評価 目 2) 実習指導の展開と評価

その他 その他

看教護育制師度2年課組重信制の 看及~~護び部モ通通の2信信特年制制徴課ののに甑特目つ昌徴的い信て・・制意考理教義え解育方すのる・基運本営的ιな考え方
3 看教護育制師度2年課程通信制の 看護師2年課程通信制教育の基本的な考え方 3 

看 看
及びその特徴について－・意考理義え解方する護 護 1) 通信制の目的

師 通信制の特徴考 運営の基本 師 2) 通信制の特徴考 ・運営の基本
2 2 
年 学生の到達度の瑚卒

運留学意営生形岬点掻庄別挫の実の習把握指導方の法方法、 考え方、
6 年 学生の到達度の理解 運営形鵬りの実習指導の方法、考え方、 6 

課 課
留学意生点の到達度の把握方法程 2) 程 2) 

通 通
信 実習指導の方法と留意点 通例1）信を制通事でじ例て学理ぶ紙解学上す生学るのE実習指導方法について事

1 2 イ言 実習指導の方法と留意点 通信制で学ぶ学生の実習指導方法について事 1 2 

制 帝リ 例を通事じ例て理紙解上すEる
紙上学生）による実習指導演習 1) 紙上学生）による実習指導演習

関 関
す す
る る
科 科
目 目

実と習思指われ導者る教の養育成内容に必とす要
21 

実と習思指われ導者る教の養育成内容に必とす要
2 1 

そ そ

の
る

の
る

他 他

合計 240 合計 240 

5 



（別紙3) （別添3)

保健師助産師看護師実習指導者講習会でのeラーニング適用科目に関する 実習指導者講習会でのeラーニング適用科目2専任教員養成講習会におけ
専任教員養成講習会における対応科目 る対応科目

保健婦助産師看護師実習指導者講習会｜ 専任教員養成講習会における 保健師助産師看護部実習指導者講習会 専任教員養成講習会における

でのeラーニング適用科目 対応科呂 でのeラーニング適用科目 対応科自

~盆｜ 科目 時間数 授業内容
（時間数）

豆金 科目 時間数 授業内容
（時間数）

教育原理 6 教育原理 1 ( 3 0) 教育原理 6 教育原理 11 (30) 

教問
教育，心理 1 8 教育心理学 1 ( 3 0) 

教分育
教問

教育心理 1 8 教育心理学 1 ( 3 0) 
教育分野

及看護び 及看護び教育方法 30 教育方法 1 ( 1 5) 野 教育方法笠 30 教育方法 1 ( 1 5) 

教育評価 6 教育評価 1 ( 1 5) 教育評価 6 教育評価 I 1 (1 5) 
す演 す関

看護論 1 8 看護論 1 ( 3 0) 看護論 1 8 看護論 1 ( 3 0) 
科る

専分野門
科る

専分野門巨 自
看護教育課程 30 者護教育課程論 2 (4 5) 看護教育課程 30 看護教育課程論 2 ( 4 5) 

※ 「教育方法Jについては、 eラーニングに加え、 15時間の講義が必要である。 ｜※ 「教育方法Jについては、 eラーニングに加え、 15時間の講義が必要である。

※ 保健師助産師看護師実習指導者講習会でのeラーニング適用科目の時間数が、専任教

員養成講習会における対応科目の時間数より少ない場合にあっては、当該科目は専任教

員養成講習会の時間数で実施すること。

6 


